
 

 

 

 

 

 

 
 

「収入保険」は、 
様々なリスクから農業経営を守ります！ 

 
 
収入保険は、自然災害や価格低下だけでなく農業者の経営努力では避けられな

い収入減少が補償の対象です。 

《加入できる方》 

 
 
 
 
《保険期間》 

 
 
《補償内容》 

 
 
 
《収入保険の補てん方式》 

 
《無利子のつなぎ融資が受けられます》 

 
 
 
 
 

 令和２年 

Vol.４８ 
R２．１１．１ 

関東農政局 

埼玉県拠点 
 

地域と農政を結ぶ 

埼玉地域情報ネットワーク 

自然災害等で減収 けがや病気で収穫不能 市場価格が下落 災害で作付不能 

倉庫の浸水被害 取引先の倒産 盗難や運搬中の事故 為替変動で大損 

青色申告を行っている農業者（個人・法人）です。 
◎令和３年１月からは、当分の間の特例として、野菜価格安定制度の利用者が初めて収入保険

に加入する場合、収入保険と野菜価格安定制度を同時利用(1年間)することができます。 

税の収入算定期間と同じです。  個人⇒１月～12 月  法人⇒事業年度の１年間 

保険期間の収入（農産物の販売収入）が、基準収入の９割を下回ったときに、下回った額の９割を
上限に補てんします。 

【相談窓口】埼玉県農業共済組合本所 

TEL：０４８－６４５－２１４１   E メール：honsyo@nosai-saitama.jp 
 ※詳しくは、埼玉県農業共済組合ホームページのこちらのアドレスからご覧ください。 

http://nosai-saitama.or.jp/ 

 

◎収入保険の補てん金の支払は、保険期間の終了後になりますが、保険期間中であっても、自
然災害や価格低下等により、補てん金の受け取りが見込まれる場合、NOSAI全国連から、無利
子のつなぎ融資を受けることができます。 

◎保険方式（掛捨
て）と積立方式（掛
捨てではない）の
組み合わせができ

ます。 

 

◎保険方式の補償の下限を選択
することで、保険料を安くすること
ができます。 
※補償の下限は、基準収入の

70％、60％、50％から選択できま
す。 

 

http://nosai-saitama.or.jp/


 

 

 

 

手島さんの家は、江戸時代から桶川市で農業を営んでおり、 

現農園主の手島孝明さんは 18代目です。手島さんは、大手食 

品企業で 13年間の会社員生活を経て、2011年に就農しました。 

両親が年齢を重ね体力的に農作業が厳しくなってきたことを 

きっかけに「自分の看板で勝負したい」という熱い思いから、 

家業を継ぐ決意をした手島さんは、就農に当たり父親が主に生 

産していた「きゅうり」ではなく、作り手の技術によって味が 

大きく異なり、他者との差別化ができる「トマト」の生産を選 

択しました。 

栽培はトマトのうまみを最大限に引き出すため、土づくりに 

こだわり、苗の植付時以外に水を一切与えない「無灌水栽培」 

を行っています。 

「無灌水栽培」は、手島さんが栽培技術に関する書籍を参考に、試行錯誤の末にたどり着い

た栽培方法です。これによりトマト好きに好評の「昔ながらのトマト本来の味」を再現、「男気 

トマト」というブランドで販売し、市場出荷品との差別化を図っています。 

今年の販売は、通販で全国各地から月に 100件以上、今年５月から週３回販売している直売

所も、２時間の営業時間にもかかわらず、日に 100袋を売りきるなど、大変好調でした。来年

のトマトの直売は４月から６月までの予定ですが、既に通販の予約も 50件以上入っています。 

販売に当たっては、会社員時代の営業やマーケティングの経験から、「プロとしていいものを

作ることは当たり前。今はいいものを作りその価値をお客さんに伝え、いかに理解してもらう 

    かが大切。」と考え、情報発信の重要性を強く感じ、SNS等で 

    農園情報の発信を積極的に行い、消費者ニーズをつかんでいま 

す。テレビ放映や新聞紙面の取材にも応じ、手島農園の魅力を 

広く発信した結果、SNSのフォロワーが４万２千人を超え、自

分でも反応の多さに驚いているとのこと。「SNSや直売所でお客

さんから「うまかった、また買いたい。」と言われるその一言が

やりがいになっている。市場出荷では得られないお客さんとの

つながりを大切にこれからも勝負していく。将来的には法人化

や６次産業化も視野に入れている。」と農業に懸ける「男気」を

熱く語ってくれました。 

編集：関東農政局 埼玉県拠点  

〒330-9722 さいたま市中央区新都心 2-1 さいたま新都心合同庁舎２号館 

 TEL 048-740-5835 FAX 048-601-0510 

 ＜関東農政局ＨＰ＞ http://www.maff.go.jp/kanto/ 

 

  

  

～フォロワー４万２千人超え！営業の
プロから農業のプロへ～ 

桶川市の手島孝明さん 

 
独自の栽培技術と SNSを活用した情報発信で顧客の心をつかむトマト農家、埼玉県桶

川市の手島農園 手島孝明さんをご紹介します。 

 

手島孝明さん（写真提供：手島孝明氏） 

 

トマト苗の様子 

http://www.maff.go.jp/kanto/
http://www.maff.go.jp/kanto/

